
くずし字で

古典を読んでみよう
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✍質問

右のAとBは、いずれも『平家物語』の
有名な冒頭部の文章です。
皆さん、どちらのほうが読めますか？

Ａのほうが漢字があるから読みやすい、と感じた人が多いのではない
でしょうか？
実はＢはほとんど平仮名で書かれているのですが、変体仮名（くずし
字）であるため、現代の私たちには非常に読みづらく感じますね。
大学の古典研究では、この変体仮名（くずし字）を学び、江戸時代以
前に作られた和書を解読しながら、じっくりと作品と向き合います。

A B

Ａ：国立国会図書館蔵『平家物語』（版本） Ｂ：国文学研究資料館蔵『平家物語』（写本）
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漢字

漢籍により伝来

公家・僧などの

知識層が使用

＊表意文字

万葉仮名

漢字の音を用い、

日本語の音を表

現する

＊借字

カタカナ

漢字の一部から

考案

漢文訓読のため

の音声表記

＊表音文字

ひらがな

漢字の草書体から

誕生

変体仮名

＊表音文字ひらがな（平仮名）は、
漢字の草書体から作られました。
例えば「あ」には「安」「阿」「愛」
などの漢字をもとにくずした字が使われて
いました（もとになった漢字を「字母」といいます）。
このようにくずした字を「くずし字」といい、現在使われない
ひらがなを「変体仮名」といいます。
「変体仮名」は明治33年に現在の一音一字のひらがなに定められるまで使われていました。

© 2020 HIDAKA Aiko (Faculty of Letters, Kumamoto University)



✍チャレンジ

右の文章は
何と書いてある
でしょうか？

『徒然草』の
一節ですよ

それでは、実際に大学の授
業で扱っているテキストを
読んでみましょう。

国文学研究資料館蔵『絵本徒然草』（版本）

© 2020 HIDAKA Aiko (Faculty of Letters, Kumamoto University)



冒頭部分のくずし字を詳しく見てみましょう。
（ ）で示したのは、変体仮名のもとになった漢字（字母）です。
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変体仮名は
一音一字では
ないぞ

では、全文の解読にチャレンジしてみましょう。
字をただ眺めるのではなく、意味を考えながら読むことが大切です。
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和書から広がる古典の世界を
一緒に学んでみませんか？

日文研究室でお待ちしています

…いかがでしたか？
くずし字を解読するのはとても難しく思えるかもしれませんが、
大学の授業でさまざまな和書に触れていくと、少しずつ読める
ようになりますよ。
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